
冬の峠を思わせる２月、雲間から太陽がのぞく日も次第に

増えてきました。今年は北京で冬季オリンピックが開かれ、

その熱気で背丈ほど積もった雪も例年より早く解けているよ

うにも思えます。

オリンピックでは、画面で紹介される選手名の横に必ず国

旗がつきます。世界各国から実に多くの選手が国の代表とし

て参加しているのだなと改めて感じます。日本で見ている

と、どうしても日本選手の報道が多く耳目に入りがちですが、

きっとそれぞれの選手にそれぞれのドラマがあることでしょ

う。成功とおそらく成功以上に数多くの失敗が経験されてい

るのではないでしょうか。世界のトップに立つ選手の皆さんは 春近し ～安塚分校の２月～

極限のところで戦っているのですから。 「来年の卒業アルバム用の写真ですか」と２年生

今大会、注目された一人に、フィギュアスケートの羽生結

弦選手がいます。本人が望んだ結果は得られなかったと察しますが、競技後のインタビューが印象に残り

ました。多くの選手達から敬意をもたれている彼は何を見ていたのでしょうか。以下、言葉をそのまま抜粋し

ます。

出し切ったというのが正直な気持ちです。もうちょっとだったなぁという気持ちももちろんあるんですけ

ど、でも･･･あれが僕のすべてかなって･･･いやもう、一生懸命がんばりました。（中略）

正直これ以上ないくらいがんばったと思います。報われない努力だったかもしれないですけど･･･、

たしかにショート（プログラム）からうまくいかないこともいっぱいありましたけど、むしろうまくいかなかっ

たことしかないですけど、今回･･･、でも、一生懸命がんばりました。はい。

～冬季北京オリンピック フリー演技直後のインタビューから～

みなさんはこれを聞いて（読んで）何を感じましたか。

スノーボード実習 １月２８日

雪国で育ち、スキー場近くにある学校に通っているの

だから、という思いから、今年からスキー実習に加えて、

スノーボード実習が計画されました。１月らしい空模様の

もと、ほとんどが初心者の１、２年生が参加しました。見よ

う見まねで始めてケガをすることも多いスノーボードで

すが、基礎、基本、理屈を理解することで安全なスポー

ツになります。実習に向けて体育館での模擬練習もこな

してきた生徒たちは、インストラクターの指導のもと、最初

はぎこちなかったのですが、午前の最後にはリフトに乗り、１本斜面を滑り降りてきました。

・ みんな楽しそうにやっていてよかった。最初は不安だった。手を握ってもらっていたけど、後半支えな

しでも滑れるようになった。楽しくなってきた。（２年）

・ 滑っているとき、今まで味わったことのない爽快感だった。風に乗って滑っている感じがした。（２年）

・ 初めは難しかった。インストラクターの方に焦らず、ゆっくりと、そして、足の使い方を教えてもらった。最
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低限滑れるようになった。自分でまたスノボをしに行ってみたい気になった。（１年）

・ 今までやる機会がなかったし、教えてもらう機会もなかった。とてもいい経験になった。これから出会

いを求めてスノボをしたいです。（１年）

スノーボード実習は午前のみの実施となりました。もうちょっと滑りたかったという声があちこちで聞かれ

ました。翌週末、家族でスノボをしにきた１年生もいて、この実習の効果を実感しました。

安塚分校でのＩＣＴ活用 その２

小、中学校に続いて、令和４年度から県内の高等学校でも

生徒１人１台の端末が整備される予定です。安塚分校ではす

でに１人１台ずつのタブレット端末が整っており、生徒が徐々に

機器を活用して学びを進めている段階です。今回は英語科

の取り組みを紹介します。

１年生コミュニケーション英語Ⅰの授業では、３人１組のチー

ムに課題を与え、チームがその課題をタブレット上で完成さ

せ、英語または日本語で発表するという活動を行いました。チ

ームが共同で完成させた課題はタブレット上でクラスの生徒

に共有され、発表者以外の生徒はそれを見ながら発表を聞く

ことができます。また、聞いている生徒はタブレット上に発表の感想を書き込みながら、他の生徒の感想を

同時に読むことができます。教員は発表の様子をタブレットで撮影しており、発表者は自身の発表の様子

を映像で振り返ることもできます。

まだ、タブレットを使うことが目的となっている段階ですが、使用に慣れることを通して、英語教育の目標

の一つである、話す・聞く技能の向上を目指せるよう、今後も研修と活用を進めていきたいと考えています。

*************************************

１７日から１年総仕上げの学年末考査が始まりました。１年をしっ

かり締めくくろうと放課後にも、残って学習に励む様子や別教室で

黙々とペンを走らせる姿がありました〔右写真〕。晴れて次年度が迎

えられるよう、支えていきたいと考えております。今後ともよろしくお

願いいたします。

３学期行事予定

２月１７日（木）～２２日（火） １、２年学年末考査 ３月４日（金） 卒業式

２２日（火） ＰＴＡ役員会(17:30～) ９日（水）～１３日（土） ２年修学旅行

２５日（金） 学校スキー実習 （感染症流行により延期としました）

２６日（土） 「灯の回廊」キャンドルロード参加 １７日（木） スケート実習 （リージョンプラザ上越）

１８日（金） 終業式
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